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句
会
の
手
順
（ 

注
意
事
項 

）
投
句
四
句
：
選
句
四
句 

 
 一

、
投
句
・
・
自
分
の
作
っ
た
４
句
を
１
句
ず
つ
短
冊
に
記
入
。
全
員
分
の
短
冊
を
１
か
所
に
集

め
ま
す
。 

 

・
短
冊
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
コ
ピ
ー
用
紙
を
横
に
し
て
８
つ
に
切
っ
た
く
ら
い
の
大
き
さ
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
  

・
記
入
の
際
は
楷
書
で
、
原
則
と
し
て
句
読
点
を
入
れ
な
い
。 

ま
た
、
作
者
名
は
記
入
し
な
い
。 

 

二
、
清
記
・
・
１
ヶ
所
に
集
め
ら
れ
た
短
冊
を
、
ト
ラ
ン
プ
を
切
る
よ
う
に
よ
く
混
ぜ
て
、
各
人

４
句
ず
つ
配
分
。 

 

・
参
加
者
全
員
が
１
人
４
句
ず
つ
清
記
用
紙
に
記
入
し
ま
す
。
清
記
用
紙
を
全
員
に
回
覧
し

て
選
句
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
清
記
用
紙
の
大
き
さ
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
で
５
句
分
の
枠
が
あ
り
ま
す
。 

   
 
   

番
号
（ 

８ 

） 

清 

記 

用 

紙 
 
 
 
 
 

氏
名
【 

○ 

○ 

○ 

○ 

】 

 
 
   

 
 
   

          

     
 

夏
草
や
兵
共
が
ゆ
め
の
跡 

 

 

こ
う
い
う
書
き
方
は ×

 

と
い
う
例 

  
  

 

夏
草
や
、
兵
供
が 

夢
の
跡 

 

 
     

 

夏
草
や
兵
共
が
ゆ
め
の
跡 
 

 

① 
 

 
 

夏
草
や
兵
共
が
ゆ
め
の
跡 

② 
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・
「
番
号
」
は
選
者
の
座
っ
た
席
か
ら
時
計
回
り
に
１
、
２
、
３
と
順
に
数
え
、
自
分
の
座

っ
た
席
の
番
号
を
記
入
す
る
。 

 
 
   ・

「
氏
名
」
欄
に
は
清
記
を
し
た
人
の
氏
名
を
記
入
し
、
短
冊
か
ら
書
き
写
す
際
の
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

・
清
記
用
紙
に
は
短
冊
に
書
か
れ
た
句
を
そ
の
ま
ま
１
字
も
変
え
ず
に
間
違
え
な
い
よ
う
に

記
入
す
る
。 

 

＊ 

１
字
分
空
け
る
、
句
読
点
を
打
つ
、
ひ
ら
が
ら
を
漢
字
に
直
す
な
ど
勝
手
な
改
変
は

不
可
。
ま
た
、
「
共
」
を
「
供
」
と
記
入
す
る
な
ど
、
う
っ
か
り
ミ
ス
の
な
い
よ
う

注
意
す
る
。「
て
に
を
は
」
が
１
字
違
う
と
句
の
意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
、
清
記
後
必
ず
見
直
す
。 

 

＊ 

例
に
挙
げ
た
行
書
体
く
ら
い
は
誰
で
も
読
め
る
が
、
達
筆
の
草
書
体
は
多
く
の
人
は

判
読
で
き
な
い
の
で
、
必
ず
楷
書
で
記
入
す
る
。  

 

三
、
選
句
・
・
自
分
が
良
い
と
思
っ
た
句
を
４
句
選
び
ま
す
。
予
備
段
階
と
し
て
、
自
分
が
良
い

と
思
っ
た
句
、
気
に
な
る
句
を
す
べ
て
、
選
句
用
紙
ま
た
は
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
ま
す
。 

 

四
、
披
講
・
・「
○ 

○ 

○ 

○ 

選
」
と
し
選
句
し
た
４
句
を
発
表
し
ま
す
。 

参
加
者
全
員
が
順
番
に
行
い
ま
す
。 

 

・
披
講
で
選
ば
れ
た
句
に
は
、
清
記
用
紙
の
①
の
枠
内
に
選
ん
だ
人
の
名
前
を
記
入
し
ま
す
。

（
３
人
が
選
ん
だ
ら
３
人
の
名
前
を
記
入
） 

 

・
そ
の
後
、
選
の
入
っ
た
句
に
つ
い
て
（
例
え
ば
「
夏
草
や
・
・
・
」）、
選
ん
だ
人
か
ら
な

ぜ
そ
の
句
を
選
ん
だ
か
・
・
」
な
ど
感
想
を
述
べ
合
い
ま
す
。 

 

・
最
後
に
、
「
こ
の
句
の
作
者
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
時
に
、
作
者
は
「
芭
蕉
！
」
と
大
き

な
声
で
名
乗
り
ま
す
。
（
こ
こ
で
初
め
て
誰
の
句
か
わ
か
る
わ
け
で
す
）
作
者
名
は
清
記

用
紙
の
②
の
枠
に
記
入
し
ま
す
。 

 

三
、
四
、
か
ら
「
名
乗
り
」
ま
で
の
一
連
の
手
順
を
「
互
選
」
と
言
い
ま
す
。 

 
 


